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第22回総会次第

開会のあいさつ

黙　　と　　う

会長あいさつ

来賓あいさつ

祝電･メッセージ披露

議　長　選　出

議　　　　事

平成10年度活動報告

平成10年度決算報告

平成1 0年度会計監査報告

平成11年度活動方針(莱)

平成11年度予算(莱)

規約改正(莱)

スローガン(莱)

総会宣言(寡)

平成11 ･12年度役員(莱)

議　長　解　任

感謝状贈呈

閉会のあいさつ

医療講演会1300より

演題　｢透析患者の楯畷器合併症｣

講師　札幌医科大学第2内科助手

滝　沢　薬　殺　先生
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難病達全道集会(登別)での分科会

会計監査報告
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平成10年度一般会計決算報告
LJ ､T'J-/式10勺:4Jj 1 H

幸　1'lJ丈11叫Lriノ]:ilH

科目 冰ﾈ螽仰�決算軸 綿�陳���"�2�備考 

公費 �� � 

会費人納分 ���Rﾃ����158,550 ��S����道U)lihJ,に余 どうしんJJ;Jz謙二ト 

西己分/krィ､｣一食 塔C�ﾃ����848,000 �������

い:]会請願弟-fE: 狽ｓ�ﾃ���� ��c"艪�

寄附余 ��160,nnn �?�*C(�ｲ定+X�ｲ�

105,676 �#��糒��

Ji;'LJ-料 ��#�ﾃ����230,00() ����ﾃr�

雑収入 鉄������87,711 ��sU��

運JP.'lL=走会計繰入金 �� ����ﾃ���ｓbﾃ2�?｢澱�"� 

小吉f ��津s迭ﾃ���/�#�ﾃ�C�ﾃSsB�

前脚縦越 △】汁 �3sRﾃs澱�375,796 
- 

平成10年度特別会計決算報告
ll ､1'一成1O乍′1jj 1 ｢l

干　Tr7JJnl17　3J131H

科口 怜Bﾉ%��2�紋等衝 儖U鋳ﾒ�

ノ[∫ツク会議 ��5〔)4,44H ����ﾈ､ｨ�2�

移植推進～舌動費 �� 辻�

雑兵 ����ﾃ����7(),000 ��80,0()0 10,000 釘�｢ﾃ#sR��ﾂｒｒｒ�義送代 

iafli# 

幣臓移植展b �� 竸Xｹｲ�D･艷ﾈ.h.閏ﾈ6�984簫�

予備賛 �� ��

次期繰越 でril一 ��376,099 ��

1,555,172 ��ﾃCsRﾃC3b�



平成10年度20周年記念積立金決算報告
日　半成1(均二4Jil H

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成11年3月31Fl

科目 綴鎚螽ｪ��決算軸 �ﾈﾖﾂ�

受取利息 辻�838 118,71(ー ��

前期繰越 ���づs�b���

ノゝ計 ����づs�b�119,554 ��

科H 蔦�ﾉMH�R�決算額 �ﾈ耳ﾖﾂ�

発送費 途ｒﾉ�ﾂ窒�� �#�俶僖靈菷ﾉD���

∫.備資 ��づx�ｳb�7:i,454 ��

練山金 辻��阮8��.��bﾒ�
ノ㌧計 冦ｨ輦ﾃs�b�119,554 ��

_平成10年度25周年記念積立金決算報告
日　.['一成1()it4月1日

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　干　平成11年3Jl31｢l

科tJ 稗ﾉ9��r�決弟二粕 儖Xﾖﾂ�

今期稚､■/二条 鉄��ﾃ���� 偸���Sｶ悠.��h.h.��

合占1 鉄��ﾃ����500,000 

平成10年度運営安定会計決算報告
日　､t'JJ父10イ1 4JJl日

生､ド成11勺3月:jltl

科目 受取利息 �6�ﾘﾝr��｣ﾒ柳��決算繊 儖Xﾖﾂ�

886 辻�

繰入糸 前期繰越 ��:i,51H,()()() �#��D縱2ﾃCSG%Fﾂ褸自Lｨ橙頽��c�iﾄd箸�

合r子F �� ��

科H 窒ﾈ･iN｢�決算紙 儻ﾈﾖﾂ�

練lI金 ��ﾃ���ﾃ���� 坪自Lｨ檍ﾇc�C�y{矧C#Tｩ=�6sS�岬ﾇD｢�

事務ん〕移較資 了.備費 �4��ｲ鎚ｼ(���482,52ー 佛��ｾ�3�iﾄh咼ｩ��-��

1,121,000 ���

次期繰越 合.さ一一 ��2,809,819 ��

5,192,340 ��

平成10年度退職給与引当金会計決算報告
｢1 1'-J'klOLト4jl 1 H

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛　半成11隼ニH]:ilH

科目 前期繰越金 刄B,帯紙 佇亥ｨﾝr�嘩Y,- 

脚線人魚 都"ﾃS���72,500 ��

I,580 

合計 勍103,005 鼎�BﾃSコ�/li職7年 
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道
内
は
令
同
一
の
小
鼓
気
で
総
研
の

低
迷
が
続
き
､
企
業
の
例
作
や
失
業
者

が
増
加
し
､
社
会
不
安
が
増
加
し
て
い

ま
す
:平

成
1
0
年
5
月
　
(
道
は
H
H
)
　
に
難

柄
の
　
｢
特
正
状
態
｣
　
恕
者
の
性
癖
費
一

部
∩
己
t
;
担
に
続
き
､
私
た
ち
透
析
患

者
に
適
用
さ
れ
て
い
る
_
矢
療
費
助
成
制

度
の
　
｢
特
定
疾
病
｣
　
も
患
者
白
己
負
担

の
方
向
で
改
悪
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
｡

ま
た
.
長
引
く
景
気
低
迷
や
税
収
減

の
為
か
'
令
国
の
臼
的
体
の
肘
政
難
で

各
n
i
E
L
休
独
H
の
　
｢
巾
度
陥
害
者
性
癖

資
肋
成
事
業
噂
し
の
姐
巾
し
か
全
山
的

に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
｡

そ
し
て
､
今
､
ダ
イ
ア
.
ブ
イ
サ
ー
(
透

析
膜
)
　
の
再
使
用
が
､
尖
験
段
階
に
入

り
､
近
い
将
来
実
施
さ
れ
る
化
快
が
あ

り
ま
す
｡

現
れ
'
道
内
の
透
析
恵
方
は
約
2
C
t

o
o
o
人
に
及
ぶ
と
思
わ
れ
ま
す
c

A
-
迄
は
-
各
種
の
福
祉
制
確
で
性
癖

を
受
け
ら
れ
た
の
だ
か
ら
､
な
ん
と
か

な
る
だ
ろ
う
｣
　
と
考
え
'
危
機
感
を
感

じ
て
い
な
い
の
が
実
態
だ
と
思
わ
れ
ま

す

†
成
1
 
2
隼
4
月
に
は
.
介
護
保
険
制

度
｣
　
が
実
施
さ
れ
ま
す
｡
私
達
透
析
患

b
F
も
対
象
に
な
る
ガ
が
H
て
氷
る
と
考

え
､
ー
J
れ
ま
す
｡
し
か
し
ー
介
誰
認
定
｣

に
は
ま
た
ま
た
問
題
が
あ
り
､
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
の
に
､
保
険
対
象
に

な
､
;
な
い
､
尖
情
に
比
ム
=
う
サ
ー
ヒ
ス

が
せ
け
J
J
れ
な
い
等
､
沢
山
の
関
越
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
､
迫
幣
帆
は

恕
者
･
会
員
の
挺
療
･
如
祉
の
史
な
る

充
実
'
組
織
強
化
の
為
､
(
.
勺
雌
も
L
･
S

動
を
続
け
て
い
き
ま
す

-
　
全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

r
l
T
　
臓
器
提
供
意
思
表
示
力
I
ド
携
帯

者
拡
大
の
為
へ
　
全
国
一
斉
腎
提
供
者

拡
大
キ
ヤ
ン
ぺ
I
ン
を
行
い
ま
す
o

こ
こ
数
年
､
献
腎
移
柚
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
｡
追
幣
協
で
は
(
-
午

度
も
名
跡
し
ま
T

②
　
全
腎
協
第
2
9
次
国
会
請
願
署
名
募

金
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
｡

私
達
の
懲
学
が
巾
村
l
で
出
会
審
議

さ
れ
る
運
動
で
す
∪
　
透
析
挺
療
資
を

抑
制
さ
れ
な
い
様
に
捕
動
じ
ま
す
∩

③
　
医
療
･
福
祉
に
関
す
る
全
国
的
な

問
題
に
対
し
て
､
全
腎
協
と
共
に
運

動
を
進
め
ま
す
｡

透
析
忠
i
;
に
も
淑
剤
費
の
口
己
負

抑
な
と
.
性
癖
保
険
改
悪
が
予
定
J
r
.
)

れ
て
い
ま
す
J
　
こ
の
様
な
聞
越
に
反

対
署
名
打
;
軌
叩
7
'
全
国
的
に
協
力
し

て
=
く
車
が
甫
空
と
州
心
わ
れ
ま
す
｡

2
　
道
内
活
動
の

取
組
み

(
e
　
道
内
に
お
け
る
腎
臓
病
の
更
生
医

療
適
用
施
設
の
拡
大
活
動
を
進
め
ま

す
.
J

②
　
本
道
に
お
け
る
要
介
護
患
者
対
策

の
充
実
を
進
め
ま
す
o

本
道
で
は
介
誰
者
が
い
な
く
て
､

通
院
で
き
な
く
.
入
院
し
て
い
る
速

析
愚
才
か
､
特
に
冬
期
関
に
多
く
は

ら
れ
ま
す
｡
｢
介
繕
保
険
｣
等
に
行
政

に
対
し
て
､
カ
イ
ト
ヘ
ル
パ
ー
や
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
拡
充
を
要
望
し
ま
す



③
　
本
道
に
お
け
る
通
院
交
通
費
助
成

の
充
実
を
進
め
ま
す
o

実
情
に
絶
入
∩
つ
た
助
成
拡
充
を
紫

望
し
て
行
き
ま
す
｡

㈲
　
透
析
施
設
の
地
域
偏
在
差
を
解
消

す
る
運
動
を
進
め
ま
す
｡

各
地
域
で
の
透
析
施
設
の
開
設
を

進
め
る
よ
う
努
め
ま
す
;

⑤
　
道
難
病
連
と
の
連
携
を
強
め
､
J

p
c
の
国
会
請
願
署
名
募
金
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
｡

特
に
要
介
護
者
の
通
院
問
題
で
は
､

難
病
連
の
他
の
部
会
や
地
上
支
部
と

l
緒
に
取
組
み
が
山
来
る
所
は
協
力

し
て
行
き
た
い
と
川
心
い
ま
す
｡

3
　
組
織
･
財
政
･

広
報
活
動
に

つ
い
て

価
　
地
域
患
者
会
組
織
を
強
化
す
る
為

の
活
動
を
進
め
ま
す
｡

医
療
講
演
会
や
研
修
会
の
講
師
派

遣
で
の
協
力
を
し
ま
す
o

運
営
会
議
･
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
充

実
を
努
め
ま
す
｡

後
継
役
員
育
成
の
為
の
役
員
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
｡

例
咋
通
り
川
月
の
プ
ロ
ソ
ク
会
議

の
後
に
実
施
し
ま
す
｡

地
域
忠
告
会
組
織
に
役
員
以
外
で

1
名
の
参
加
助
成
を
し
ま
す
じ

会
員
を
4
､
2
0
0
名
と
す
る
こ

と
を
目
標
に
組
織
率
向
上
に
努
め
ま

す
｡

新
規
加
入
者
増
の
為
の
p
R
版
を

作
成
し
ま
す
ー

腎
臓
移
植
基
金
の
た
め
､
募
金
箱

活
動
を
進
め
ま
す
｡

機
関
紙
〟
ど
う
じ
ん
″
　
の
年
5
回

の
発
行
と
｢
今
月
の
情
報
｣
の
毎
月

発
行
に
努
め
ま
す
o

史
生
医
療
関
係
･
c
A
p
D
竹
,
J
の

資
料
や
綿
関
連
の
資
料
の
掲
載
を
多

く
し
て
い
き
ま
す
｡

新
医
療
法
等
'
患
者
に
関
す
る
医

●

療
･
福
祉
の
情
報
を
機
関
紙
を
通
じ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

情
報
の
緊
急
性
に
よ
■
(
て
は
'
そ

の
都
度
〓
L
h
外
等
を
j
=
=
し
て
行
き
辛
T
-
り

R
n
=
和
㍊
年
8
月
1
6
日
､
第
1
回
総

会
に
於
い
て
制
定
さ
れ
､
確
効
し
た

租
税
的
　
(
p
2
 
1
-
2
2
)
　
は
､
L
L
E
動
の

状
況
等
に
照
ら
し
､
そ
の
剛
性
改
廃

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
､
近
付
･
会

員
数
も
増
加
し
､
枯
軌
も
多
岐
に
ロ
つ

て
参
り
丈
､
(
～
.
腎
協
も
仕
川
は
人
と

な
り
､
退
腎
臨
(
北
海
道
フ
ロ
ッ
ク
)

と
し
て
も
硯
規
約
の
不
倫
な
点
な
と

●

杏
.
補
氾
幣
杜
を
し
よ
う
と
々
え
て

改
正
　
(
雀
)
　
を
作
成
し
ま
し
た

(
要
点
)
　
現
規
約
は
'
第
1
条
か
.
I

第
1
8
条
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
.
改
作
　
(
餐
)
　
で
は
そ
れ
そ

れ
内
桝
に
J
J
り
節
-
草
か
ら
第

7
草
生
で
と
し
'
(
-
2
1
条
に
上

り
.
不
伯
な
点
竿
を
補
=
3
し
な



平成11年度25周年記念積立金予算(莱)

臼､I′J戊1ユ',｢4jl 】 EI

全　半成12イ1 3)131rI(収入の部)

科　　　　　Fl

今　咋　度梢､'/

rll lt■■　ト.-I

介　　　　　六r

･q';　　　　　　　　　　　　･Lp

運′H'i'kTI壬EIより

､T'成1(川l/i上り稚､L/-pi醐fT

平成11年度備品積立金予算(莱)

自Il'JJk11イト4jl 】 Ei

1､平成1211-3Jj二31日

科　　　　　　目

今17-　偲　相､■L　允

.I:　　　　.[

平成11年度運営安定会計予算(莱)

白､I'成1川4j11H

育三　平成12イl :ill:31Ej

平成11年度退職給与引当金会計予算(案)

(収入の部)　　　　　　　　　　　　　七日;盟詳三Ll:II F

ー13



●

●

1ノ1



平成11年度一般会計予算(莱)
自　平成11咋4J11日

や､l/成12勺三3月:31tL

科目日10年度決算額Hlliト度予等額 俔ﾉ�ﾉNIOXﾖﾂ�

喜芸宝器芸F16憲……Sl7慧so≡(? 嶋ﾋ罟�6ﾃBﾃ#��eI��ｩ�W鈔���)Z└ﾅH,ﾉLﾉHB�ｕ�,x*H+X/�ﾔﾈﾙ�{��ｒ�(�9�凉��y�ﾂ�

50,000 120,()()() 50,000 

6.5 

小j-fl21,041,57420,116,HOO �������

FITi期繰越375,7号)(53Hこi,4こ鳩 辻�

介引21,417,37020,500/,236l 巴�

平成11年度特別会計予算(莱)
rLl　平成11FT:1Jj 1 H

l＼平成12イI 3J131日

科目 僮I1(昨度決等符 買��ﾞ靠ｨ����鐫�備考 

ブし一,ノウへ議 � ��ﾆﾆ�ﾃ���� 

州rul 價ｩ�2�J:i62,()09 �3S�ﾃ��ｒ�キャンペーン古材(地j:7~分､通腎陥分) 

移柿椎j ��ｹ:餒�� ����ﾃ����

地域嵐H会組織助成金 �70,000 �� 

雑哀~ 勍川,275 狽ｒﾂｒｓ��碓送饗他 

通信ff �1,000 �� 

幣臓移植成金 � 鉄�ﾃ����道腎バンク- 

r,備費 凾� 

次期練越 � �6�� 

人ti-+ � �"ﾃc#Bﾃ�当ﾂ� 

15
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総　会　宣　言(秦)

私達を取り巻く社会情勢は過去にはli-fiを見ない想像を絶する速度や形態で変革

されようとしています｡

同の財政危機による将来のl矢療･午食等の社会帆時制度-のイ(安が増大されて

います｡

地近掛こ論議されているのは､地方∩汗淋独口の抽祉制度の比丘しですD財政

再建の池､福祉-の大帖な予解の削減を実行するというものですo

私達､道内の透析心有は､現在｢両度障共存I欠療費肋威か業錦)｣という制度で､

透析やその他の病Jjq毛で脚庶機関に受診しても､ l欠療資のFi己負寸FlHま殆どありませ

ん｡しかし､今剣玉lでこの制度の見血しが盛んに論議されていますD　透析拙者は

合併症により色々な病知こなることがあり､その時に経捌勺矧hで病院に壕診で

きないことが懸念されますo

今､私達患者会のtlT;動は｢要介讃恋宵｣ ｢腎移柄普及机動｣ ｢社会保障後退｣等

様々なりlij越を抱えていますが､鹿各会活動の原点に庚り､全日･家族が一･致川結

して､所動を前進させて才JA-くことをここに泣言します｡

平成11年6)J6日

北海道腎臓病患者連絡協議会

第22回定期総会

I()



平

椿　分　百合江l(rl

fPj 'H　憲　保l(捕

鈴　水　神

会　EF　腎:L　査

【全腎協派遣役員】

∴　　　　　　　･･･

佐　藤　利

控　内　繁

【道難病連派遣役員】

七　本　如　和

日.　　lL i

'tJ(L職　名

r l ll-

｡l′　.淡　泊

【機関紙編集委員】

堀　井　和木　徳　雄

藤　　　功

原　点二畔了一l　久　原

掛　札　　　聖

井　和　彦

上　尉美子

村　木　徳　雄

i:,;木　好　和

柳　沼　止

佐　藤　朱

術　FH rlJl

鈴　人　友　車

治上空_

征

二二･　､p.

豊　島

･1_　.Li

∴　　　　　日

雀　や(,委　Ei
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亡二二二ト等野L
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耳
叫
掛
司
｢
洲
｣
叫
聖
叫
叫

役ド

.

長

｢

L

F

謹l=

小
一
些
竺
佃
は
川
佃

･

･

1

戸
一
均
一
栄
　
樹
…
r
　
樹
`

紅

　

　

　

　

l

消
.
恒
美
英
精
一
峯

長
一
に

1
四
郷

.

.
L
座
｣
斥



(
昭
和
5
3
年
6
月
1
 
8
日
､
第
1
回
総
会
で
本
規
約
制
定
､
発
効
す
)

第

1

章

　

総

　

　

則

(
名
称
及
び
所
在
地
)

第
1
条
　
こ
の
会
の
令
称
は
､
北
伽
道

腎
臓
柄
出
者
連
絡
協
議
会
L
J
称
す

る
｡
道
腎
協
と
略
称
し
'
本
･
丸
に

お
い
て
以
1
卜
『
本
人
ム
』
と
記
す
.

2
　
本
会
の
所
在
地
　
(
車
耗
局
)
　
は

次
の
と
お
り
い

札
幌
市
北
i
l
北
1
7
条
E
E
:
2
-
=

2

1

-

6

1

7

-

-

0

1

(
組
　
織
)

第
2
条
　
本
会
は
､
腎
臓
柄
連
名
と
そ

の
家
族
を
主
た
る
会
U
H
と
す
る
『
屯

名
会
組
織
i
　
(
仰
別
と
し
て
地
域
の

複
数
以
-
い
患
井
川
休
)
　
で
構
成

さ
れ
る
連
絡
協
議
会
と
す
る
っ
　
ま

た
､
本
会
'
の
事
業
を
麿
助
す
る
た

め
に
加
入
し
た
特
別
会
H
H
　
(
個
人

丈
は
州
体
)
を
も
っ
て
構
成
す
る
｡

2
　
本
会
は
祉
川
法
人
食
用
腎
臓
柄

協
議
会
　
(
略
称
　
全
幣
協
)
　
及
び

財
団
法
人
北
海
道
難
病
連
　
(
略
称

道
都
柄
連
)
　
に
小
桝
m
す
る
り

3
　
本
会
へ
の
加
入
は
､
T
患
市
会
組

織
』
加
入
を
仲
川
と
し
､
越
;
7
1
会

議
の
議
を
締
て
プ
ロ
ノ
ク
会
議
の

承
認
を
得
て
.
総
会
で
加
入
の
可

否
を
決
]
址
す
る
り

第
2
章
　
目
的
及
び
事
業

(
目
　
的
)

第
3
条
　
本
会
の
=
的
は
次
の
通
り
と

す
る
｡

州
　
幣
臓
病
患
古
･
家
族
の
性
癖
と

権
利
を
守
り
'
･
;
へ
の
‖
会
保
障
制

度
の
確
立
を
め
･
y
T
J
T

必
　
腎
臓
病
の
泊
糖
と
L
防
=
た
め

の
医
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の

充
実
と
向
上
を
め
さ
す

仙
　
腎
臓
病
必
打
仙
r
L
=
の
緯
験
交
流

と
親
膿
を
図
る

●

(
事
　
業
)

節
4
粂
　
本
会
は
前
条
の
口
的
を
達
成

す
る
た
め
次
の
琳
業
を
行
う
C

川
　
腎
臓
病
患
石
∴
家
族
の
i
i
塘
し
一

件
折
を
守
り
､
向
卜
さ
せ
る
た
め

の
法
的
､
〓
政
的
'
恢
Z
J
-
的
饗
請

を
関
係
諸
機
関
に
働
き
か
け
る

似
　
必
喫
な
資
料
･
惜
械
=
収
集
と

仏
達

仰
　
仏
経
に
関
す
る
功
業

付
　
加
人
『
心
片
全
組
織
』
附
の
交

流
付
　
加
人
『
患
市
会
轟
け
織
』
　
の
強
化

と
未
加
入
心
荷
会
の
組
織
化

㈲
　
そ
の
他
の
心
音
･
E
･
害
省
組
織

な
ど
関
係
E
E
体
と
の
連
携

の
　
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
諸
事
業

第

3

章

　

会

　

　

議

(
種
　
別
)

第
5
条
　
本
会
の
ヘ
ム
議
運
*
:
は
､
人
目
議

を
佃
則
と
し
　
や
む
な
く
議
決
の

必
要
が
咋
し
た
場
(
口
は
､
山
席
群

の
過
半
数
の
焼
成
を
も
っ
て
議
決

し
､
叫
否
同
数
の
城
へ
日
は
読
比
が

●

∴

･

∵

･

H
.
y
i
･
.
/
1

5
3
　
ノ
ー
｣
ツ
タ
会
議

矧
　
運
;
.
=
･
I
会
議

(
総
　
会
)

邦
6
条
　
総
会
は
本
ム
人
の
最
=
i
議
決
機

関
で
あ
∵
て
叶
1
回
､
前
年
哩
会

計
期
間
終
了
緒
､
T
み
や
か
に
ヘ
ム

良
が
招
従
開
仰
す
る
｡

2
　
紀
八
ム
は
や
体
ヘ
ム
議
と
L
'
･
丸
托
U

に
上
る
浩
一
[
も
て
き
る
'

(
臨
時
総
会
)

第
7
条
　
加
入
『
i
'
-
者
会
組
織
』
　
の
3

分
の
-
以
-
の
紫
求
が
あ
(
た
と

き
'
ま
た
は
プ
ロ
ソ
ク
へ
1
i
議
が
必

殺
と
〃
1
2
め
た
と
き
は
臨
時
総
会
を

開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉

(
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
)

第
3
=
条
　
プ
ロ
ソ
ク
ヘ
ム
議
は
会
長
が
招

集
L
Y
　
運
甫
会
議
の
構
成
n
H
及
び

僻
事
な
ら
び
に
会
T
l
幣
査
役
に
よ

り
構
成
さ
れ
､
勺
度
に
2
E
以
･
l

榊
僻
す
る
｡

2
　
7
ロ
ソ
ク
会
議
は
‖
議
少
t
l
n
'
山

ほ
か
に
､
各
『
哲
常
会
組
織
ー
か

ら
の
懸
案
中
嶋
等
に
つ
い
て
帆
読



決
定
す
る
･

3
　
プ
ロ
ソ
ク
人
ム
議
の
決
定
は
総
会

に
報
=
=
し
碑
認
を
一
な
け
る
〉

(
運
営
会
議
)

第
9
条
　
迷
J
:
:
=
･
:
会
議
は
人
l
j
丘
､
酬
奈
良
ー

事
務
L
L
?
L
k
t
　
車
鵜
局
次
長
'
仝
計

と
運
ぶ
委
員
に
上
り
構
成
さ
れ
る
-

2
　
運
;
l
=
･
:
(
J
r
議
は
総
会
､
プ
ロ
ノ
ウ

会
議
の
決
定
に
浪
つ
き
本
会
の
迷

宮
に
責
作
を
も
つ
執
H
機
帆
で
あ

り
､
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
相
集

す
る
.

3
　
遅
滞
会
議
の
決
･
:
虹
は
､
次
の
プ

ロ
ソ
ク
会
議
に
報
G
j
L
､
承
認
を

1
紫
け
る
ゥ

(
会
議
の
付
議
事
項
)

帯
川
条
　
会
議
に
必
ず
目
論
し
な
け
れ

ば
な
J
r
な
い
事
項
は
次
の
f
T
-
り
と

す
る
り

仙
　
規
約
の
改
廃
に
似
す
る
こ
と

他
　
事
業
引
例
及
び
経
過
報
T
=

矧
　
T
L
算
･
収
支
決
筒
､
会
計
監
査

報
=
=
(
運
輔
会
議
は
除
く
)

仙
　
役
=
H
の
越
川
に
関
す
る
こ
と

●
第
4
章
　
役
　
　
員

(
役
　
員
)

第
日
条
　
本
会
の
H
滑
な
述
,
:
.
=
･
:
を
図
る

た
め
､
次
の
役
=
日
を
旧
く
ー

川

　

へ

1

'

　

　

長

　

　

-

名

:

;

　

川

　

∴

_

 

I

.

=

r

-

I

畑

　

や

務

局

長

　

　

　

1

才

川
　
事
務
局
次
長
　
=
i
I
下
部

㈲

　

ヘ

ム

　

　

　

T

=

　

　

l

名

㈲
　
運
営
委
=
H
　
　
若
干
名

の

　

幹

　

　

　

事

　

原

則

と

し

て

令

『
恥
者
全
組
織
』
か
ら
-
忠

㈲

　

会

引

取

館

役

　

　

　

2

名

(
役
員
の
任
免
)

第
1
2
条
　
前
項
に
お
け
る
幹
事
は
､
各

J
P
思
弁
会
組
織
』
か
ら
推
市
を
壕

け
､
幹
車
以
外
の
役
=
日
は
迷
,
心
:
(
ム

議
の
指
定
し
た
　
F
心
打
八
ム
純
織
虹

か
ら
推
帝
を
受
け
'
そ
れ
そ
れ
と

も
に
プ
ロ
ソ
ク
会
議
の
議
を
綿
て
.

総
へ
J
r
に
お
い
て
承
諾
決
定
す
る
-

2
　
前
項
に
お
い
て
､
推
薦
さ
れ
る

S
i
:
事
以
外
の
役
‥
口
は
'
本
会
の
幹

事
な
と
の
経
験
を
J
=
す
る
許
が
苧

ま
-
い
‖

●

3
　
述
;
l
=
･
:
八
l
'
議
の
構
成
=
日
に
欠
=
H
が

1
し
た
均
へ
;
の
補
充
は
.
述
;
i
:
(
1
'

議
の
裁
吊
に
委
ね
る
も
の
と
す
る
〉

4
　
稚
貝
の
什
期
は
り
】
叫
と
し
､
巾

仔
を
嫉
け
な
い
(
　
丈
中
速
補
充
の

役
=
ヒ
l
の
什
矧
は
=
R
H
任
石
の
残
件
期

間
と
す
る
′

L
,
I
?
　
役
=
口
の
兼
作
は
〓
束
な
い
も
の

と
す
る
〉

6
　
役
=
H
が
本
会
の
名
,
j
k
を
傷
つ
け
､

丈
は
目
的
に
戊
す
る
I
鵜
を
し
た

と
き
､
運
,
:
.
=
･
:
(
]
'
議
の
議
決
に
基
つ

き
退
会
さ
せ
る
境
が
出
来
る

7
　
本
会
に
相
顔
役
'
顧
問
を
E
E
J
く

こ
と
が
山
来
る
C
　
相
談
役
ー
顧
問

は
運
営
会
議
が
委
任
す
る
｡

(
役
員
の
任
務
)

約
1
 
3
条
　
会
良
は
'
本
会
の
業
績
を
総

柄
L
t
　
本
会
を
代
表
す
る
;

2
　
刷
(
l
r
k
は
､
会
丘
を
補
作
し
会

山
に
事
故
あ
る
槻
ム
=
は
そ
の
什
務

を
代
=
す
る
ノ

3
　
事
務
局
長
は
'
事
務
局
の
業
横

を
統
捕
す
る
と
=
ハ
に
'
越
;
.
=
t
会
議

の
議
決
に
基
づ
き
､
そ
の
執
行
に

あ
た
る

T

.

･

i

j

-

■

　

■

∴

.

-

∵

.

_

.

.

I

縮
付
し
各
梅
ヰ
業
の
H
榊
推
進
に

ト

･

･

-

･

■

.

"

.

∴

ト

　

∴

　

∵

:

･

∵

　

;

.

I

.

 

･

理
を
=
い
総
八
人
に
お
い
て
八
人
T
T
=
碓

;
=
を
L
I
　
承
認
を
■
受
け
る
J

碓
常
委
員
は
運
営
会
'
議
を
梢
成

し
､
析
動
方
針
の
⊥
f
糸
及
び
'
総

会
､
ノ
ロ
ン
ク
会
議
の
議
決
し
た

装
荷
の
執
行
に
あ
た
る

枠
車
は
運
,
:
f
t
C
ム
議
の
構
成
=
〓
及

び
ム
ム
引
既
査
役
と
と
も
に
フ
ロ
ッ

ク
会
議
を
構
成
し
'
地
凡
組
織
と

の
連
携
を
保
つ
り

ヘ
ム
計
監
女
役
は
'
人
ム
引
年
度
内

に
2
E
､
槻
魚
出
納
簿
､
関
係
古

株
を
監
査
し
､
フ
ロ
ン
ク
公
議
及

び
'
総
会
に
お
い
て
純
米
を
報
告

T
る
(

仙
談
役
は
ノ
ロ
ノ
ク
八
人
議
､
述

:
:
;
]
会
議
に
対
し
思
札
を
述
へ
る
車

が
山
楽
､
舶
関
は
本
会
の
求
め
に

応
じ
て
必
甥
な
助
`
=
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
C
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第
5
章
　
事
務
局

(
事
務
局
)

第
1
4
条
　
本
会
に
事
務
局
を
P
r
く
こ
と

が
州
来
る
.

2
　
年
頗
局
=
日
の
採
用
は
運
;
E
t
(
ム
議

で
決
定
す
る
(

3
　
事
績
局
は
運
ぶ
1
会
議
の
指
墳
S

も
と
に
本
会
S
業
務
を
執
り
す
る
ハ

(
事
務
局
手
当
)

邦
1
 
5
集
　
中
競
り
向
丘
'
事
務
局
‥
只
に
は

事
務
局
T
H
て
を
女
給
す
る
｡

2
　
事
務
局
寸
=
-
山
女
給
紙
は
運
営

会
議
で
決
定
す
る
C

(
退
職
金
手
当
)

邦
1
6
条
　
退
職
給
-
規
定
に
上
り
､
事

務
局
【
円
に
退
職
金
を
女
給
す
る

女
給
に
異
議
が
あ
る
と
き
は
､
運

ぶ
:
会
議
で
決
定
す
る
〉

第

6

章

　

会

　

　

計

(
財
　
政
)

第
1
7
条
　
本
会
の
財
政
は
会
費
､
器
付

潅
､
そ
の
他
の
収
入
に
と
っ
て
賄
う
｡

(
会
　
費
)

耶
1
8
条
　
本
会
の
会
費
は
『
患
b
c
会
組

織
i
　
の
仝
‥
H
l
新
に
つ
き
.
勺
触

4

　

　

2

n

U

n

)

‖

_

(
内
訳
　
迫
腎
協
2
､
4
0
0
日
､

4
-
腎
協
1
､
3
C
O
O
H
)
　
と
L
中

途
入
会
i
;
は
月
割
　
(
月
鶴
3
5
〇

円
)
　
計
貨
と
す
る
｡

2
　
会
食
納
入
は
収
則
と
し
て
新
作

席
の
E
～
い
時
期
に
す
み
や
か
に
納

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
‖

3
　
　
日
納
入
し
た
(
ム
費
及
び
処
j
=
]

余
日
即
は
､
収
支
r
筒
-
 
､
こ
れ
を

.
切
出
L
i
J
L
な
い
し

(
会
計
年
度
)

耶
1
9
条
　
本
人
ム
の
会
計
咋
度
は
.
3
勺
4

月
1
日
に
始
ま
り
､
覗
年
3
月
m

H
に
終
わ
る
l
〉

(
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
書
類
)

耗
訓
条
　
本
会
の
収
支
状
況
を
T
J
=
録
し

た
現
金
川
納
簿
､
及
び
関
係
苦
難

は
総
会
に
お
い
て
会
引
監
人
H
朝
T
=

を
.
受
け
､
L
n
牛
=
打
保
〃
し
た
の
ち
'

廃
棄
処
分
と
す
る
｡

第

7

章

　

附

　

　

則

(
規
約
の
改
正
･
廃
止
及
び
規
程
)

節
2
1
条
　
本
会
の
畑
約
の
改
焔
は
､
越

●

甘
=
会
議
で
立
案
検
討
を
経
て
'
フ

ロ
ッ
ク
発
議
の
滞
儀
討
論
を
郎
て
､

総
会
に
お
い
て
承
認
決
辻
す
る
｡

2
　
改
廃
し
た
規
約
の
効
力
は
､
水

誰
淡
‥
正
し
た
総
会
叶
度
の
始
期
(
4

月
-
=
)
　
に
遡
り
碓
行
す
る
｡

3
　
こ
の
規
約
に
洗
つ
き
､
各
稚
規

松
を
成
け
る
こ
と
が
H
来
る
‖

4
　
各
椀
規
梓
は
別
に
定
め
る
∪
　
規

梓
の
作
成
､
改
焔
は
運
ぶ
:
会
議
に

お
い
て
わ
い
そ
=
内
解
は
二
フ
り
ソ

ク
ヘ
ム
歳
に
搾
i
j
=
-
T
-
る
｡

(
交
適
費
.
旅
費
'
炎
彰
.
慶
巾
'

退
職
細
i
r
,
)
｡

L
l
)
　
附
加
5
8
叶
7
月
3
日
　
i
:
%
改
正

(
今
休
総
会
､
全
問
協
加
盟
他
)
(

6
　
昭
和
6
2
年
5
月
=
;
　
部
改
r
=

(
事
務
局
[
n
'
の
ー
1
.
1
:
J
i
;
悦
の

会
費
1
0
0
日
か
ら
2
0
0
日
に
)
レ

7
　
1
十
戒
F
l
叶
5
月
8
3
日
　
部
改
-

(
仙
談
役
､
顧
刑
の
殺
鼠
'
役
【
H

の
什
務
に
関
す
る
市
他
)
.

8
　
平
成
2
4
<
+
5
月
2
;
一
部
改
打

(
令
腎
協
(
1
1
'
費
川
月
か
ら
1
3
n

E
;
､
F
F
=
C
･
:
隼
川
月
か
ら
1
5
0
日

に)〕

●

9
　
ヤ
成
3
叶
,
J
r
2
日
　
榔
改
止

(
㍍
l
職
鋸
干
T
を
設
け
支
給
､
斬

務
局
次
k
-
名
)

1

D

　

十

戒

7

勺

6

月

4

日

　

糾

改

市

(
役
[
H
の
什
期
2
年
に
)
～

1
 
1
　
ヤ
成
9
叶
5
月
2
;
　
部
改
止

(
や
耗
局
次
長
2
名
に
)
C

1
2
　
十
戒
日
.
Y
T
h
H
6
日
大
幅
改
L
t
=

(
役
=
L
l
の
化
成
他
)
C



第
1
条
　
(
名
称
･
所
在
地
)

本
会
の
名
称
は
､
北
海
道
腎
臓
病

公
有
経
絡
臨
議
会
　
(
略
称
迫
幣
協
.

以
下
本
会
と
略
す
)
と
し
､
(
礼
)
令

田
腎
臓
病
仏
議
会
に
加
批
す
る
;

第
2
条
(
H
的
)

本
会
の
目
的
は
'
次
の
各
弔
L
;
と

す
る
｡

1
､
-
T
p
べ
て
の
腎
臓
病
恕
宥
和
互
の

経
験
交
流
と
親
睦
を
凶
る
r
1

2
1
　
腎
臓
病
桁
癖
と
千
仏
の
た
め
の

摂
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の
充

実
･
向
L
を
め
さ
す
じ

3
-
腎
臓
絹
製
吊
･
家
族
の
挺
癖
と

ヰ
縞
の
権
利
を
守
り
､
山
前
引
会

保
障
制
度
の
確
･
V
を
め
さ
す
｡

筒
3
条
　
(
専
業
)

本
人
I
G
は
第
2
条
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
は
､
次
の
か
か
け
る
諸
L
-
i

動
を
お
こ
な
う
(

1
､
腎
臓
病
塩
芹
の
医
療
と
付
け
S
を

守
り
'
ー
･
L
さ
せ
る
た
め
の
は
的
､

行
政
的
､
恢
乍
的
焚
火
を
関
係
謂

機
関
に
働
き
か
け
る
り

2
'
必
嬰
な
資
料
･
情
報
の
収
幾
と

作
成
｡

3
､
機
関
紙
誌
碓
行
と
剛
ィ
=
･

4
1
　
加
盟
各
フ
日
ソ
ク
･
糸
は
織
桝
の

交
流
り

5
'
加
m
各
ブ
ロ
ッ
ク
･
組
織
の
此

化
し
J
未
組
織
心
b
c
A
山
の
糾
純
化
U

6
､
他
の
患
名
･
障
市
で
組
織
な
し
.

必
砦
な
関
係
諸
E
E
体
と
の
連
携
｡

7
､
そ
の
他
'
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
捕
縄
動
く

第
4
条
　
(
組
織
)

本
会
は
､
腎
臓
病
患
者
お
よ
び
そ

の
家
族
を
r
t
た
る
構
成
H
と
す
る
出

石
組
織
で
構
成
さ
れ
る
連
綿
帆
議
会

と
す
る
｡

ま
た
､
本
人
人
の
趣
旨
に
韓
日
す
る

個
人
･
E
E
体
　
(
特
別
会
‥
H
)
　
の
参
加

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
C

耶
5
条
　
(
機
関
)

本
会
'
に
は
次
の
機
関
を
お
き
'
そ

の
迷
首
は
人
目
議
に
上
る
も
の
と
す
る
･

-

　

･

1

-

　

　

　

　

/

I

2

'

プ

ロ

ノ

ク

へ

㍉

議

3
.
迷
;
.
;
:
春
日
八
八

●

耶
6
条
　
(
総
八
人
)

.

∴

∴

　

ト

　

∵

t

i

i

二

:

=

･

;

.

･

f

m
で
あ
っ
て
~
i
s
T
I
1
回
(
ム
丘
か
m

喋
す
る
(
　
総
八
人
は
t
 
t
休
公
議
に
T

L

　

.

∴

｣

　

　

/

-

.

 

I

.

 

･

L

∴

.

.

,

.

き
る
.
総
4
人
で
は
.
次
の
巾
L
;
+
L
協

議
決
起
す
る
し

-
､
析
掛
軸
〃
日
と
決
耶
お
J
J
び
ヘ
ム
計

偲
査
朝
;
=
S
承
認
=

2
-
紙
料
ん
針
と
i
第
の
決
定
.

3
､
役
[
H
の
越
川
(

･

1

.

.

I

.

∵

･

:

.

～

約
7
条
　
(
臨
時
総
ヘ
ム
)

加
悦
細
織
の
3
分
の
-
以
上
の
要

求
が
あ
っ
た
と
き
､
ま
た
は
､
プ
ロ
ノ

ク
会
議
が
必
智
と
認
め
た
と
き
は
､

臨
時
給
ヘ
ム
を
ひ
､
;
か
な
け
れ
ば
な
ら

･

-

　

･

′

し

節
8
条
　
(
フ
ロ
ッ
ク
会
議
)

フ
ロ
ッ
ク
ヘ
ム
茄
は
'
総
(
ム
か
ら
総

(
ム
ま
で
の
E
t
　
絶
入
ム
い
淡
･
:
疋
に
も
と

つ
き
､
必
要
な
お
伯
を
協
議
決
･
:
七
す

･

■

プ
ロ
ノ
ク
会
議
は
､
会
托
-
副
会

k
･
市
携
局
止
･
運
:
,
E
C
杏
‥
n
･
幹
軒

で
構
成
し
､
勺
2
回
以
-
二
開
催
す
る

プ
ロ
ソ
ク
会
読
は
､
会
良
が
抑
災

す
る
し
　
柿
平
は
ー
各
組
織
か
ら
推
薦

を
せ
け
た
各
1
名
の
代
表
で
､
総
ヘ
ム

に
お
い
て
越
山
さ
れ
る
L
　
そ
わ
付
期

は
2
叫
と
す
る
｡
フ
ロ
ッ
ク
会
議
の

決
定
は
.
次
の
総
会
に
報
〃
=
L
t
　
頒

誰
を
.
曳
け
る
-

鞘
9
条
　
(
濯
常
委
出
会
)

運
ぶ
[
委
員
会
は
'
総
会
･
ノ
ロ
ッ

ク
八
八
歳
の
状
右
に
も
と
っ
さ
'
本
会

S
運
f
F
･
:
に
貞
仕
を
も
つ
執
行
機
関
で

あ
り
､
必
異
に
応
じ
て
開
催
し
､
会

長
が
相
集
す
る
'

湛
;
.
=
t
香
=
〓
会
は
､
運
営
委
‥
H
で
構

成
す
る
‖
　
運
,
:
.
E
委
=
H
会
に
は
必
菅
な

T
f
7
円
-
∫
部
を
お
く
り

運
常
委
員
会
の
捕
動
は
､
次
の
ソ

ロ
ッ
ク
八
人
議
に
搬
什
ロ
ト
承
認
を
受
け

る∩
第
川
条
　
(
役
=
R
)

本
会
に
は
ー
次
の
役
=
日
を
お
く
√

役
[
H
は
総
会
'
で
越
川
す
る
=

(

ム

　

　

　

　

て

　

　

　

　

　

-

ち

刺

　

奈

　

良

　

　

　

　

=

]

=

卜

名

事

務

局

艮

　

　

　

　

　

I

Q

I

事

務

局

次

位

　

　

　

　

　

り

〕

名

運

営

委

[

口

　

　

　

=

{

｢

名

･

.

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

.

-

蹄

　

　

　

車

　

　

　

　

名

-

名

会

計

監

査

　

　

　

　

　

2

箭

た
だ
し
､
位
=
H
の
漉
作
は
で
き
な
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そ
の
什
期
は
2
坪
と
す
る

な
お
､
本
会
に
仙
談
役
､
威
朋
を

お
く
こ
と
か
で
き
る
｡
川
談
牝
は
､

7
ロ
ノ
ク
八
人
議
.
運
眉
を
[
H
会
に
対

し
.
点
妃
を
述
へ
る
こ
と
が
で
き
る
〔

顧
問
は
､
本
会
の
求
め
に
心
し
て
.

必
紫
な
肋
一
口
を
す
る
こ
と
が
て
き
る
｡

相
談
役
'
舶
川
は
;
E
常
委
員
ヘ
ム
が
委

任
す
る
.

州
.
3
1
 
1
条
　
(
枚
‥
H
の
什
務
)

l
､
公
民
は
､
本
会
の
業
務
を
統
括

し
､
本
会
を
代
表
す
る
.

2
､
副
会
長
は
'
会
止
を
補
佐
し
､

会
.
3
に
小
牧
あ
る
場
合
は
'
そ
の

什
務
を
代
=
す
る
し

3
'
車
務
局
良
は
.
事
務
局
の
業
務

を
統
括
す
る
と
と
も
に
､
運
Z
P
:
杏

日
日
会
の
議
決
に
も
と
(
い
て
､
そ

の
執
行
に
あ
た
る
〕

4
､
濯
E
l
=
･
:
委
員
托
.
述
甘
委
[
出
ヘ
ム
を

構
成
し
'
捕
動
力
剣
の
-
化
雀
お
よ

び
総
会
･
プ
ロ
ノ
ク
会
読
の
議
決

し
た
業
務
の
執
行
に
あ
た
る
け

祁
1
 
2
条
　
(
専
横
局
)

本
会
に
事
務
局
を
お
く
こ
L
l
が
で

き
る
･
車
拐
職
‥
口
の
採
川
は
､
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
で
決
ハ
壮
す
る
｡
出
席
局
は
越

前
委
=
;
l
会
の
指
導
の
も
と
に
本
会
の

業
績
を
執
行
す
る
e

(
事
務
局
干
=
I
)

事
務
局
.
i
Y
　
ヰ
務
職
=
日
に
は
琳
結

局
千
T
を
女
給
す
る
｡
平
結
局
ー
=
T

の
支
給
粕
は
､
運
営
委
=
H
会
で
淡
･
:
址

す
る
‖

(
掴
職
無
手
り
)

退
職
か
支
給
規
{
疋
に
よ
り
､
退
職

条
を
･
h
l
給
す
る
し
　
支
給
は
運
;
:
=
[
委
】
H

A
ム
で
決
定
す
る
〕

祈
1
 
3
条
　
(
財
政
)

本
人
八
の
肘
政
は
会
費
･
竹
附
金
そ

の
他
の
収
入
に
上
二
し
ま
か
な
う
｡

筒
1
 
4
条
(
会
館
)

本
会
の
〈
ム
於
は
､
加
E
m
終
プ
ロ
ソ

ク
･
組
織
の
構
成
=
ロ
ー
名
に
つ
き
t

I

カ

月

3

5

0

E

=

と

す

る

｡

(
内
訳
　
全
問
協
1
5
0
日
.
道
幣

協
2
0
0
円
)

第
1
 
5
条
(
ム
ム
T
E
i
l
度
お
よ
び
会
計
処
舛
)

本
会
の
会
計
勺
席
は
､
4
月
1
日

か
ら
州
甘
イ
ー
3
月
3
1
日
ま
で
と
す
る
C

第
1
6
条
　
(
会
計
既
i
f
E
)

本
会
の
会
計
配
人
目
は
､
会
引
勺
腔

内
に
2
日
お
こ
な
L
r
:

節
1
.
7
条
　
(
加
胴
お
よ
び
q
J
会
)

本
会
へ
の
加
淵
は
'
第
4
条
に
定

め
る
ー
』
休
加
即
を
原
則
と
し
､
運
ぶ
:

委
‥
H
会
の
議
を
経
て
､
フ
ロ
ッ
ク
会

議
､
総
会
の
承
認
を
得
る
｡

●

退
会
に
つ
い
て
は
､
加
盟
組
織
か

r
J
の
申
し
出
に
よ
っ
て
越
常
委
]
H
八
ム

の
承
認
を
村
る
｡
運
常
委
員
会
は
ー

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
､
総
会
に
報
竹
=
す
る
ノ

第
1
日
条
　
(
附
則
)

1
1
　
こ
の
規
約
の
攻
磨
け
総
会
で
お

こ
な
う
｡

2
､
二
山
川
約
は
総
会
で
汲
l
:
止
後
巾

ち
に
効
力
を
も
す
る
〉

3
､
二
の
規
約
に
上
る
細
則
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
｡

1
､
二
の
規
約
は
士
平
城
元
小
5
E
I
E
t
j

u
か
､
;
効
力
を
発
す
る
r

L
L
=
.
二
の
規
約
は
平
成
2
年
5
日
2

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
｡

6
､
二
の
規
約
は
ヤ
成
3
咋
6
月
2

日
か
､
;
効
力
を
発
す
る
｡

7
､
こ
の
規
約
は
■
十
戒
7
勺
6
月
d

H
か
ら
効
力
を
碓
す
る

R
､
こ
の
規
約
は
平
成
9
勺
5
月
2

=
か
･
]
幼
力
を
碓
T
る
L
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道腎協地域患者会組織一覧表

地域患者豹組職名
－Ｔ 　　　　住　　　　　　　　圀

　　　　　　㎜　　㎜㎜㎜㎜　　㎜㎜㎜
札幌服淑区

電話番呼

札幌腎臓病患者友の公

一一一一一一一一一

小樽後志地万賢女会
　＿＿__　___

旭川地方賢女公

_　＿＿

稚内地方賢女会

--　一一

留萌地方水無大賢友会

　　一

道南腎臓病患者連絡協議会

一一一　　一一一一一

0 134 23 3484

一一　-

O怖6 24 2936

--　一一一

0162 32 8134

017 0024 小樽巾花園2 J‘目７番10呼
　　　　　　　　斉藤ダンススクール内

0700000
-

09701)22

0770038

旭川巾１条11」目右８げ
　　　　賢女会ビル㈱健生什.内　大石聡宛

稚内I訂中央４戸口1番６呼
　　　　　　　　　市立病院透析室内

留萌市寿町１「目　　　　　　　　市立総訃病院透析室内
01644-2-15(0

042 094!
函館巾深刻町36番9 yj･

　　　　　　　渡辺内科泌尿器科内

　一一　一一一　　一
苫小牧巾

　　　　　　　一一一一室蘭市東町2－1－19
　　　室蘭巾障害者総合福祉センター内

　　　　　　一一　　　　一一一一一一副｢匪有明町２丁目4－45

　　　腎友会滝川クリニック　透析室内
　　　　一一一一一一一　　　　一一一一

阿東部片兜町

　　　　　　一一一一　　　一一一一
釧路占川北4－17

　　　　　身体障害者福祉センター内
-　　一一　-一

礼削i

0138 55-1185

苫　小牧　腎　友会
-

0500083室蘭地方賢女会 0143 45 6849

腎友会滝川クリニック透折釘冶0730045 0125 24 2125

一一

一-　　－
015ぺ23 6687

十勝地方賢女会

釧路地方腎友会 085-0003

北に地方腎友会

オホーツク腎友公

　　　　　　　_

紋別地方腎友公

夕張腎臓病女の公

　一一一一一一　　　-…一

岩　弛沢　腎　友　公

　　一一一一一一　　　一一一一

汗別腎臓病患貴会

浦河地lx.腎駝公

一

根室地方腎友会

丁　歳　腎　友　会

深　川　腎　友　公

斜甲.郡法王町

紋別郡遠軽町

　　　　一一

一

069 0817

　　　一一一一一

06臼1067

夕張市

樺戸部月形町

江別市野幌町代々木町81の６
　　　　　　　漢和会江州｣病院透析室内

on 382一一lm

浦河郡浦河町

　　　　　　　　　一根室市

「歳Iﾛ

　　　　　　　　　一
深川服５条６番10睦　　　深川市立総合病院透析宇内II710005 01642 2-1101

北海言腎臓柄患者池絡協議会

祁金川腎臓病協議会

001 0017

171 0031

札幌市北区北17条|塀2 J‘日21-617
　　　　　　　　　サザンアベニこ･一北大

叙京都配仙ド］∩2－38－2　柴山会ビル

011-747-0217

03 3985-7760

昭
和
4
8
勺
１
月
1
3
‐
第
３
秤
郵
便
物
認
可
Ｈ
・

Ｔ
成
１
１
年
５
川
1
0
‐
発
行
（
毎
月
1
0
‐
発
行
）

？

・
Ｌ

Ｅ
。

切

り

収

り
線

発
行
所
北
海
道
印
体
障
害
者
団
体
｛
●

‐
行
物
協
会

印
刷
所
人
坪
印
刷
株
式
会
社

八

i*4

むは

頂
酉
１
５
０

円こｰ
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